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２０１９年３月期 第１四半期決算サマリー
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● 政府の住宅取得支援策や日本銀行のマイナス金利政策が
継続するなか、新設住宅着工戸数は前年同期並みで推移

● 新規提携が進み、第１四半期累計期間において
銀行１行、信用組合１組合と契約締結

● 保証債務残高が堅調に推移したことにより、
営業収益、利益は順調に推移

● 営業費用（与信関連費用）は代位弁済の発生が低位に
推移したことを主因として、計画を下回る



決算の概要
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出所：総務省 労働力調査 出所：国土交通省 住宅着工統計

（単位：％） （単位：戸）
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● 海外経済の先行きに留意する必要があるものの、企業収益や雇用・所得環境の改善が続き、

個人消費も持ち直すなど、景気は緩やかな回復基調が継続

●住宅市場については、政府の住宅取得支援策や日本銀行のマイナス金利政策が継続するなか、

新設住宅着工戸数は前年同期並みで推移

●住宅ローン市場については、金利低下により高まっていた借換需要の落ち着きにより、

借換を資金使途とする住宅ローン案件は引き続き低位に推移



提携金融機関数の拡大状況

● 新規提携増加に努めた結果

２０１９年３月期第１四半期累計期間において

銀行１行、信用組合１組合と契約締結
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銀行 信用金庫 信用組合 ＪＡ ＪＦ・労働金庫・その他

業態別の提携シェア

95.8% 94.4%

（単位：機関）
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銀行※ 信用金庫 信用組合 JA

提携
金融機関

91

提携率

83.5%
43.2%
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279

※銀行は地方銀行、第二地方銀行、三菱ＵＦＪ銀行、三井住友信託銀行、りそな銀行、埼玉りそな銀行、イオン銀行の合計

未提携
金融機関
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新規保証実行件数および新規保証実行金額

ローン保証業務の拡大状況

（単位：件、億円）新規保証受付件数 （単位：件）

※民間金融機関住宅ローン保証に係る数値

代位弁済金額 （単位：億円）保証債務残高 （単位：億円）

※民間金融機関住宅ローン保証に係る数値

5 ※ 当第1四半期会計期間の保証債務残高のうち、一部は推計値を使用

● ２０１９年３月期第１四半期の保証債務残高は堅調に推移
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２０１９年３月期 第１四半期決算サマリー（Ｐ／Ｌ）

１８／３期

第１四半期

１９／３期

第１四半期

前年

同期比

営業収益 7,290 8,072 10.7%

営業費用 2,124 2,293 8.0%

うち与信関連費用 629 772 22.8%

債務保証損失引当金繰入額 764 926 21.3%

貸倒引当金繰入額 ▲134 ▲153 14.2%

うちその他 1,495 1,520 1.7%

営業利益 5,165 5,778 11.9%

経常利益 5,388 6,042 12.1%

特別損益 54 ▲93 －

四半期純利益 3,756 4,144 10.3%

（単位：百万円）

ポイント

●営業収益
保証債務残高が堅調に推移したこ
とにより、営業収益は80億72百万
円を計上。

●営業費用
代位弁済の発生が低位に推移し
たことを主因として、与信関連費
用は7億72百万円となった結果、
営業費用は22億93百万円を計
上。

●四半期純利益
上記の状況により、四半期純利益
は41億44百万円を計上。
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２０１９年３月期 第１四半期決算サマリー（Ｂ／Ｓ）

資産の部

１８／３期末
１９／３期

第１四半期末
増減比

流動資産 202,932 177,357 ▲12.6%

現金及び預金 184,518 160,175 ▲13.2%

求償債権 11,536 12,517 8.5%

有価証券 6,921 5,421 ▲21.7%

金銭の信託 5,023 5,024 0.0%

貸倒引当金 ▲5,737 ▲6,473 12.8%

固定資産 91,204 114,633 25.7%

投資その他の資産 90,614 113,950 25.8%

投資有価証券 70,716 94,201 33.2%

資産合計 294,137 291,991 ▲0.7%

負債の部

１８／３期末
１９／３期

第１四半期末
増減比

流動負債 29,351 26,539 ▲9.6%

前受収益 15,578 15,799 1.4%

債務保証損失引当金 6,691 6,728 0.5%

固定負債 156,658 158,626 1.3%

長期前受収益 156,597 158,558 1.3%

負債合計 186,010 185,165 ▲0.5%

純資産の部

株主資本 107,808 106,481 ▲1.2%

評価・換算差額等 194 257 32.0%

純資産合計 108,127 106,825 ▲1.2%

負債・純資産合計 294,137 291,991 ▲0.7%

（単位：百万円） （単位：百万円）

ポイント

●資産
社債の購入により投資その他の資産が増加。

●負債
保証債務残高の増加に伴い前受収益、長期前受収益が
増加。
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業績予想

業績予想の前提

保証債務残高 12兆7,000億円

新規保証実行件数 72,000件

代位弁済金額 11,900百万円

求償債権回収 8,300百万円

その他

ＲＯＥ 18.1％

配当金（１株当たり） 82円

（単位：百万円）

１８／３期
１９／３期
通期予想

前期比第２四半期
（累計）予想

営業収益 39,599 16,270 41,750 5.4%

営業費用 8,419 4,860 9,730 15.6%

うち与信関連費用 2,374 1,720 3,240 36.5%

債務保証損失引当金繰入額 3,090 2,070 3,740 21.0%

貸倒引当金繰入額 ▲716 ▲350 ▲500 ▲30.2%

うちその他 6,045 3,140 6,490 7.4%

営業利益 31,179 11,410 32,020 2.7%

経常利益 31,974 11,800 32,800 2.6%

当期純利益
（四半期純利益） 22,052 8,140 22,600 2.5%
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